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●実践研究のねらい 
●武道の地域スポーツ指導者による系統性のある指導を受けることで、武道の楽しさを味わい、武道の

魅力を感じることができる。 

●武道を通じて日本の伝統文化に触れることで、生徒の視野を広げ、将来の進路や生涯スポーツとして

の選択肢を豊かにすることができる。 

●武道の学習を通して、伝統的な礼儀作法を学び、学習したことを日常生活に活かそうとする気持ちを

高めることができる。 

 

●多様な武道の指導モデル 第３学年（２学級４３名） 

 
 

●指導の工夫 
本授業では、弓道と剣道の地域スポーツ指導者を招き、正しい礼法や基本動作（剣道：構え・足さば

き・面打ち、弓道：射法八節のうち基本姿勢）を安全に学べるよう指導を工夫した。導入では、武道の

歴史や文化的背景を専門的な立場から説明し、生徒の興味関心を高めた。防具や弓具の扱い方ではマン

ツーマンの指導を行い、安全管理を徹底した。技能練習では、剣道の打突練習や弓道の的前での射体験

に地域スポーツ指導者の実演を取り入れ、生徒が本物の技術を目で見て体験することで理解を深めた。

また、地域スポーツ指導者との対話を通じて質問や助言を受ける機会を設け、主体的な学びを促進した。

さらに、武道の魅力を体感することで集中力や礼儀を重視する態度を育成し、日本の伝統文化への理解

を深めるとともに、生涯スポーツや将来の進路選択の幅を広げる機会とした。 
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●授業の様子 

 
  

【剣道：模範演技】 

地域スポーツ指導者による模範演

技の様子 

 【弓道：行射体験】 

地域スポーツ指導者による行射指

導の様子 

 

●生徒の取組み方や意識の変容、感想など 
１．多様な武道（※２種目以上ま

たは、柔道、剣道、相撲以外の

武道）を学習したことで、武道

への関心は高まりましたか。 

２．多様な武道を学習したこと

で、伝統的な考え方や行動の仕

方への理解は深まりましたか。 

３．多様な武道を学習する授業は

楽しいですか。 

   
本年度の武道授業において、生徒からは多くの前向きな感想が寄せられた。剣道や弓道を通じて、日

本の伝統文化に触れる貴重な機会となったことを実感している様子が見られる。特に、「構える時から試

合が始まっている」という気づきや、集中力・心の落ち着きの重要性を学んだという声が多かった。 

「普段体験できないことができてよかった」「武道を知ることは日本を知ることにつながると感じた」

という声もあり、授業を通じて武道への興味を持ち始めた生徒が増えている。武道の授業は生徒にとっ

て有意義であり、今後も継続する価値が高いと考えられる。 

 

●成果 
本年度の武道授業では学年が上がるにつれて、生徒の礼儀や姿勢への意識が高まり、相手を敬う心や

集中力の重要性を理解するなど、精神面での成長が見られた。剣道や弓道の体験を通じて、日本文化へ

の興味を深める声も多く、武道を知ることが伝統文化の理解につながるという認識が広がった。地域ス

ポーツ指導者との連携により専門的な指導が充実し、教員の指導力向上にもつながったことが成果とし

て挙げられる。 

 

●課題 
一部の生徒は武道への関心が浅く、授業後も継続的な興味につながっていないことが課題である。ま

た、技術指導に偏る時間もあり、礼儀や精神面の意義を十分に伝えきれない場面もあった。さらに、教員

の武道技術や知識不足のため、研修や指導力向上の取組を継続することが求められる。 

 

 


